




































































































担当者名 科目 履修者数 教室形態
関　麻央里 外国語コンテスト 約30名 任意の場所
神野　恵子 現地プログラム 219名 留学先
金子　善一郎 豊橋図書館入庫（利用）ガイダンス
入庫：142名
利用：640名
任意の場所
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Moodleではダウンロードするだけとい
う手軽さが利用の理由である。学生が
Moodleの利用になれており，説明が省
けるのもメリットであった。
Moodleのフォーラム機能は投稿時に
全員にメールが配信されるために，教員・
職員の見落としも少なくなり，情報の共
有もしやすい。回収の手間も省けている
ため遠距離での学生のやり取りには最適
と思われる。また，金子氏は学生が使い慣
れている点を利用の理由に挙げている。
3-4．利用するまでに悩んだ点，分からな
かった点
--
ガイダンスの申し込みの前に，小テス
トを実施し，合格しなければ申し込みで
きないように制御をしたかったため，ど
のように設定を行えばよいか想像がつか
なかった。（金子氏）
--
Moodleには課題などが完了したかを
チェックする完了トラッキングの機能，
一定の条件を満たさないと課題などにア
クセスできないようにする条件つきアク
セス制限の機能がある。これらを組み合
わせることで，豊橋図書館入庫ガイダン
スでは合格者のみが申し込みできるよう
にしている。
関氏，神野氏はMoodleの操作方法に
不安があったが，情報システム課に問い
合わせることで解決している。年に1度
の利用のためマニュアルなどを作成して
引き継ぐよりも，問い合わせで早く解決
するのは事務職員ならではであろう。
3-5．利用してよかった点
--
逐一，学生に印刷して配布物を渡す必
要がなくなった点と音声・動画データの
配付ができる点に関して，音声データを
当研究室内にて学生から持参してもらっ
た記録媒体に移す必要がなく，データの
配付に手間をかけなくて済むこと。（関
氏）
Moodle内に投稿内容が残る点は，紙
媒体での保管スペースや，プログラム修
了後も学生がアクセスすれば閲覧できる
ため，記録を残すという点でよかったと
思います。（神野氏）
アンケートを紙ベースで実施していた
ため集計がうまくできていなかったが，
明確に数字として集計結果を得ることが
できるようになりました。（金子氏）
--
デジタルデータのメリットである配
布・保管のしやすさにメリットを感じて
いるようである。Moodleのアンケート
機能は設定が容易で集計結果が自動的に
グラフとして表示されるものである。紙
で回収した100名以上のアンケート集計
作業と比較すると劇的な時間削減の効果
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があったと思われる。
3-6．利用し始めてからの問題点
--
ガイダンスの申し込みの定員を設定す
ることができないため，時期によっては
頻繁に結果を確認する必要があった。ま
た，定員を超えた場合の対応がアンケー
トのモジュールの選択がよくなかったた
めか容易ではなかった。（金子氏）
--
この問題に関してはMoodleの投票機
能で解決できる見込みである。投票は簡
易的なアンケート機能で，設定がシンプ
ルというメリットがある。関氏，神野氏
は利用し始めてからの問題はなかった。
3-7．今後の展望や課題など
--
今後も外国語コンテスト実施期間にお
いて使用予定です。（関氏）
次年度の現地プログラムのさくら21活
動の実施内容は，未定であるが，17現プ
ロと同様な取組を予定するのであれば，
Moodle導入の事例は検討時の参考にな
ると思われる。（神野氏）
今後はMoodleに適した小テストやア
ンケートの内容を検討していきたい。よ
り理解度を高め，図書館を活用したくな
るための方法を実現したいと考えていま
す。（金子氏）
--
事務職員の方々は時期によって業務が
決まっており，定型業務も多いために，
引継ぎも容易でスムーズに進む仕組みは
歓迎のようである。また，金子氏のよう
にMoodleの機能を活用してガイダンス
自体の工夫をされるなど，業務の改善に
もつながっている。
4．まとめ
　事務職員がMoodle利用する場合の
特徴は以下の3点である。
1．利用頻度が少ない
2．担当者が異動で変わる
3．業務の効率化が主な目的
1,2についてはマニュアル化で対応す
るよりも，情報システム課職員などに問
い合わせると早く解決し，作成の手間も
省くことができる。3．については導入
の手間が無く学生への説明も不要である
ことが大きなメリットになっている。
教員への利用も口コミでゆっくりと広
まっていったことから，職員の利用も今
後広まっていくと考えられる。
謝辞
本稿をまとめるにあたり，アンケート
に回答いただいた職員各位，アンケート
回収のサポートしていただいた情報シス
テム課佐藤氏，株式会社コネクティボ内
田氏に，心より感謝申し上げます。
－44－
